
 

 

ウェルネスバレーワンストップ窓⼝事業から 
ゴムを利⽤した歩⾏器具の実証事業を開始 

 
⼤府市が幸齢社会の実現に進むため、ウェルネスバレー関係機関と市外内のものづくり企業

のワンストップで⽀援するワンストップ窓⼝事業から、⼊居者の歩⾏機能の向上を⽬的とした
歩⾏器具の実証事業が次の通り開始されました。 
 
■「歩⾏器具実証事業」の概要 
 実証期間／1 ⽉ 17 ⽇（⽉）〜３⽉ 

経緯／株式会社 YAMADA から、ゴムを利⽤した歩⾏器具（ｅ－ｆｏｏｔ）の実証先紹介の
相談があり、ルミナス⼤府につなぎ実証事業を開始することとなりました。 

 開発企業／株式会社 YAMADA（静岡県浜松市南区若林町 75-1） 
      事業内容︓歩⾏補助具研究・開発・製造・販売 勉強会開催・歩⾏トレーニング

指導 

 
 実証先施設／介護⽼⼈保健施設ルミナス⼤府（⼤府市半⽉町 3-290） 
       事業主体︓社会福祉法⼈仁⾄会 
 市の関与／シーズの提案のあった企業からの依頼により、ルミナス⼤府を紹介し、企業とウ

ェルネスバレー関係機関をつないでいます。 
 


